
恐
れ

入
り

ま
す

が
85

円
切

手
を

貼
っ

て
お

出
し

く
だ

さ
い

。

中
央

区
築

地
1-

1-
1　

中
央

区
役

所
 （

文
化・

生
涯

学
習

課
内

）
中

央
区

ま
ち

か
ど

展
示

館
運

営
協

議
会

中
央

区
ま

ち
か

ど
展

示
館

ア
ン

ケ
ー

ト
 係

行

差
し

支
え

な
い

範
囲

で
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
お

答
え

い
た

だ
い

た
個

人
情

報
は

、本
紙

ア
ン

ケ
ート

の
目

的
の

み
に

使
用

さ
れ

る
も

の
で

、そ
の

他
に

使
用

す
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
当

選
さ

れ
た

方
に

は
、下

記
住

所
に

景
品

を
送

付
い

た
し

ま
す

の
で

、お
間

違
い

な
い

よ
う

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

◎
お

名
前

◎
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

◎
電

話

◎
職

業
◎

年
齢

◎
ご

住
所

　
　

〒

キリトリ

キ
リ
ト
リ
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 既刊Vol.01〜Vol.18もダウンロードできます

季刊誌 Information

次号Vol.20は銀座・京橋編です。江戸文化を今に伝える各展示館を訪問します。お楽しみに！

P
O

S
T 

C
A

R
D

1
0

4
8

4
0

4

https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp/book.html
中央区まちかど展示館ウェブサイト季刊誌ダウンロードページ
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日本橋編 Part.9

2025 
Winter

展
示
館
の
見
ど
こ
ろ
や
最
新
情
報
を
ご
紹
介

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

江
戸
通
り
周
辺
の
趣
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る

日
本
橋
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

Vol.01 日本橋編
Vol.02 銀座・京橋／月島編
Vol.03 総集編
Vol.04 月島編
Vol.05 日本橋編 Part.1
Vol.06 銀座・京橋編 Part.1
Vol.07 日本橋編 Part.2
Vol.08 日本橋編 Part.3
Vol.09 銀座・京橋編 Part.2
Vol.10 日本橋編 Part.4
Vol.11 月島編 Part.2
Vol.12 日本橋編 Part.5
Vol.13 銀座・京橋編 Part.3
Vol.14 日本橋編 Part.6
Vol.15 日本橋編 Part.7
Vol.16 銀座・京橋編 Part.4
Vol.17 日本橋編 Part.8
Vol.18 月島編 Part.3

江
戸
の
商
売
人
が
躍
動
し
た
ま
ち

大
伝
馬
町・小
伝
馬
町・小
舟
町・本
町

【
特
集
】「
町
名
の
由
来
」に

	

ま
ち
の
歴
史
あ
り

日
本
橋

日本橋と言えばコレ！

老舗の逸品土産

まち歩きにおすすめ

おでかけマップ

日本橋編

2016 Winter

T A K E  F R E E

01Vol.

日本橋探訪
江戸の活気が詰まったまちを楽しもう！

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

銀座・京橋／月島編

2017 Summer

T A K E  F R E E

02Vol.

銀座･京橋エリア／月島エリア
個性的な魅力いっぱいのまちへでかけましょう！

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

おすすめルートをご紹介

おでかけマップ
全 22 館のスタンプを集めよう！

スタンプシート

総集編

2017 Autumn

T A K E  F R E E

03Vol.

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

ま
と
め
て
ご
紹
介

ま
ち
か
ど
に

新
し
い
発
見
が
あ
る
！

全
22
館
の
魅
力
を

月島編

2018 Summer

T A K E  F R E E

04Vol.

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

自慢の神
み こ し

輿が繰り出し、まちが熱く燃える！自慢の神輿が繰り出し、まちが熱く燃える！

佃・勝どき・晴海
【特集】夏の大祭
お祭りについて聞きました！

まちかど展示館訪問

展示館の人いち押し！

月島エリア散策MAP

最近銭湯に
行きましたか？
最近銭湯に

【新連載】 
フランス人銭湯大使の

歌舞伎をはじめ多彩な文化資源の宝庫

Part.1銀座・京橋
【特集】
歌舞伎座
ギャラリー回廊

この地で守り続けるものを訪ねて

まちかど展示館訪問まちかど展示館訪問

Part.1

展示館おすすめの名店揃い！

銀座・京橋エリアMAP

中央区銭湯の世界へ

【大好評！連載第3回】 
フランス人銭湯大使の

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

銀座・京橋編 Part.1

2019 Summer

T A K E  F R E E

06Vol.江戸から続く町人文化が残るまち

本町・小舟町・小伝馬町・大伝馬町
Part.1

Part.1

日本橋
【特集】
日本橋の年末年始
昔の年越しはどうでした？

まちかど展示館訪問

展示館オススメのお店へ！

日本橋エリア散策MAP

中央区銭湯の世界へ

【大好評！連載第2回】 
フランス人銭湯大使の

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.1

2018 Winter

T A K E  F R E E

05Vol.

人形町通りから隅田川のエリアをご紹介！

日本橋エリア散策 Part.2

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.2

2019 Winter

T A K E  F R E E

07Vol.
江戸の職人技を守る商人のまち

【特集】
中央区とオリンピック・
パラリンピックパラリンピック
先代から引き継いだものを令和の時代へ

まちかど展示館訪問

【特集】

浜町・堀留町・富沢町・人形町

Part.2日本橋

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.3

2020 Spring

T A K E  F R E E

08Vol.お江戸日本橋に神輿の華が咲く

兜町・茅場町・箱崎町・人形町

Part.3日本橋
兜町・茅場町・箱崎町・人形町

【特集】
日本橋エリアの
本祭をご紹介！本祭をご紹介！
江戸っ子の夏に想いを馳せて

まちかど展示館訪問

初夏からの展示館めぐりにおすすめはここ！

日本橋エリア散策 Part.3

中央区銭湯の世界へ

【お待たせ！連載第4回】 
フランス人銭湯大使の

中央区銭湯の世界へ
フランス人銭湯大使の

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

銀座・京橋編 Part.2

2020 Winter

T A K E  F R E E

09Vol.

世界に誇る職人技と文化がここに

Part.2銀座・京橋
【特集】
銀座エリアの
「通りと街路樹」を
知ろう！
つくり続けて唯一無二の存在へ

まちかど展示館訪問

Part.2

冬、華やぐ季節に訪れたい憧れのまち

銀座・京橋エリアMAP

中央区 銭湯の世界へ

【連載もついに最終回！】 
フランス人銭湯大使の

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.4

2021 Summer

T A K E  F R E E

10Vol.

【特集】
浮世絵と写真で巡る
日本橋 江戸のまちとのつながりを発見!

まちかど展示館訪問日本橋

食の痕跡、絵画の道楽

【新連載】 
アートライター 林 綾野の
中央区 食とアートを味わおう

江戸のまちとのつながりを発見!

Part.4
日本橋エリアMAP

故きを温ね新しきまちを知ろう!

水陸を人と物が行き交う商いのまち

Part.4日本橋
本町・室町・日本橋

食の痕跡、絵画の道楽

【連載】 
中央区の食とアートを知る

月島エリアMAP
新しいお気に入りを探す冬の散策

近くの橋について聞いてみました！
まちかど展示館訪問

TAKE
FREE

11Vol .

月島編 Part.2

2021 
WINTER

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

下
町
風
情
と
未
来
感
が
交
じ
り
合
う
水
辺
の
ま
ち

佃
・
勝
ど
き
・

晴
海

まちかどの橋、今昔
月島エリア編

【
特
集
】

食の痕跡、絵画の道楽

【連載】 
中央区の食とアートを知る

昔あった川・堀とのつながりは？
まちかど展示館訪問

TAKE
FREE

12Vol .

日本橋編 Part.5

2022 
SUMMER

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

水
運
で
商
売
繁
盛
！

江
戸
の
発
展
を
支
え
た
商
業
の
ま
ち

日
本
橋

小
舟
町
・
小
伝
馬
町
・
大
伝
馬
町
・
本
町

日本橋エリアMAP
知らなかったまちの魅力を発見！

Part.5

掘割と橋の跡を歩く
【特集 】 

Part.6

ま
ち
と
一
緒
に
歩
み
続
け
る
老
舗
を
訪
ね
て

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
お
店
や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介

日
本
橋
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

【
特
集
】

 

川
と
橋
の
歴
史
散
歩

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

TAKE
FREE

14Vol .

日本橋編 Part.6

2023 
Summer

江
戸
職
人
の
技
術
と
心
意
気
を
、
今
こ
こ
に

日
本
橋

浜
町
・
堀
留
町
・
富
沢
町
・
人
形
町 Part.7

神
輿
庫
で
川
や
ま
ち
の
思
い
出
を
聞
き
ま
し
た

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
神
社
や
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介

日
本
橋
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

中央区まちかど展示館公式SNS
ホームページURL

川
や
橋
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
！

銀
座
・
京
橋
エ
リ
ア
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

TAKE
FREE

13Vol .

銀座・京橋編 Part.3

2022 
WINTER

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
芸
術
が
息
づ
く
ま
ち

銀
座
・
京
橋

【
特
集
】

 

川
と
橋
の
面
影
を
訪
ね
て

Part.4

川
が
あ
っ
た
時
代
を
越
え
て
今
へ

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
ち
ょ
っ
と
通
な
ス
ポ
ッ
ト
揃
い
！

銀
座
・
京
橋
エ
リ
ア
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

TAKE
FREE

16Vol .

銀座・京橋編 Part.4

2024 
Summer

ホームページURL

江
戸
の
暮
ら
し
を
支
え
、進
化
を
続
け
て
現
代
へ

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

冬
の
日
本
橋
を
そ
ぞ
ろ
歩
き

日
本
橋
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

中央区まちかど展示館公式SNS
ホームページURL

展
示
館
の
成
り
立
ち
や
ポ
イ
ン
ト
は
？

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

水
辺
の
景
色
と
と
も
に
ま
ち
を
楽
し
む

月
島
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

中央区まちかど展示館公式SNS

中央区まちかど展示館公式SNS



徳
川
家
康
に
仕
え
た
馬ま

込ご
め

勘か

解げ

由ゆ

が
、１
５
９
０

年
家
康
に
伴
っ
て
江
戸
に
赴
き
、呉
服
橋
御
門
内

に
あ
っ
た
宝
田
村
に
て
伝
馬
役・名
主
役
を
務
め

ま
し
た
。１
６
０
６
年
伝
馬
役
所
が
移
転
、当
地
に
屋
敷
を
構
え
た
こ
と
で

大
伝
馬
町
に
。伝
馬
制
と
は
、家
康
が
制
度
化
し
た
、各
宿
場
で
人
馬
を
揃

え
て
、公
用
の
人
や
荷
物
を
次
の
宿
ま
で
リ
レ
ー
で
運
ぶ
仕
組
み
の
こ
と
。

大
伝
馬
町
同
様
、日
比
谷
入
江
奥
の
千
代
田
村
が
移
転
、名

主
の
宮
辺
又
四
郎
が
伝
馬
役
を
務
め
た
こ
と
に
由
来
。街
道

へ
で
は
な
く
江
戸
府
内
の
継
立
を
行
う
小
伝
馬
町
と
な
り
、

大
伝
馬
町
、小
伝
馬
町
、南
伝
馬
町（
現
・
京
橋
）の
三
伝
馬
町
が
江
戸
初
期
を

代
表
す
る
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

１
６
０
３
年
の
町
割
で
下
舟
町
と
さ
れ
る
も
後
に
西
側
の

大
船
町
に
対
し
て
小
舟
町
に
。か
つ
て
の
東
西
堀
留
川
が

物
流
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
繁
栄
。海
産
物
等
で
財
を
成

し
た
商
人
達
が
浅
草
寺
に
大
提
灯
を
奉
納
し
て
以
来
、約
３
６
０
年

に
わ
た
り
定
期
的
に
続
け
る
ほ
か
、神
田
明
神
境
内
に
あ
る
小
舟

町
八
雲
神
社
の
祭
礼

を
４
年
に
一
度
盛
大
に

行
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
ま
ち
の
役
割
や
特
徴
が
、今
も
町
名
に
残
り
ま
す
。

古
い
写
真
や
錦
絵
と
と
も
に
、歴
史
の
足
跡
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小伝馬町三丁目から小伝馬町
一丁目を望む／京橋図書館撮影
／昭和32年

十思小学校／京橋図書館撮影／昭和32年

日本橋魚がし旧天王祭団扇投之図／春齋年昌／明治22（1889）年

小舟町大ちょうちん／中央区撮影
／昭和63年

2024年の天王祭では団扇投げを
再現！伊場仙が実際に製作。

（表）
（裏）

小舟町八雲天王祭
／中央区撮影／平成2年

現・十思公園に祖師堂
として創建、関東大震
災後に現在地へ。

東京名所之内 日本橋区
小伝馬町祖師堂鬼子母堂
諸人参詣群集之図
／歌川広重（3代目）
／明治20（1887）年

宝田恵比寿神社／中央区撮影／昭和50年
※現在の様子はP13、15をご覧ください。

べったら市／臼井一雄撮影
／昭和43年

馬込勘解由屋敷跡の説明板

2025年新しく設置された、耕書堂跡地の説明板。

江戸時代から続く
毎年10月のべったら市は

今も秋の風物詩

大伝馬本町通り（
旧日光街道）

大伝馬本町通り（
旧日光街道）

馬喰横山駅馬喰横山駅

小伝馬町駅小伝馬町駅

JR新日本橋駅JR新日本橋駅

三越前駅三越前駅

JR馬喰町駅JR馬喰町駅

人形町駅人形町駅

日本橋本町日本橋本町

「
町
名
の
由
来
」に
ま
ち
の
歴
史
あ
り

日
本
橋
エ
リ
ア
特
集

18世紀後半の江戸で、吉原の小さな貸本屋から
始まり、33歳で当時の出版文化の中心地、通油町

（とおりあぶらちょう）に進出した蔦屋重三郎。江
戸随一の商業地にて、黄表紙、狂歌本、浮世絵等
の大ヒット作を次々刊行し、名実ともに江戸有数
の地本（じほん）問屋になりました。時流を捉える
こと、才能を見出すことに長け、太田南畝、山東
京伝、恋川春町、十返舎一九らの戯作者や喜多
川歌麿、東洲斎写楽という巨匠の作品出版に携
わり、47歳で没するまでここで大活躍しました。

この地で江戸のメディア王へ！

蔦重の店「耕書堂」

小舟町
日本橋

大伝馬町
日本橋

小伝馬町
日本橋

大
伝
馬
町

日
本
橋

小
伝
馬
町

日
本
橋

小
舟
町

日
本
橋
こ	

ぶ	

な

●P2～3画像提供：中央区立京橋図書館

丁目の区分があった頃
江戸通りを走る都電は

昭和42年廃止に

昭和3年竣工した
旧十思小学校の校舎は

現・十思スクエア

荒れ果てた
牢屋敷跡地に
明治16年、

身延別院を建立
多くの人が

訪れた

団扇問屋が多かった明治期
神輿に多くの団扇が投げられ

「団扇天王」と呼ばれた

新調を記念して
仮屋に飾られた
浅草寺宝蔵門の

大提灯

十思スクエア十思スクエア
身延別院身延別院

宝田恵比寿神社宝田恵比寿神社

十思公園十思公園

耕書堂跡耕書堂跡

馬込勘解由屋敷跡馬込勘解由屋敷跡

堀留児童公園堀留児童公園

昭
和
通
り

昭
和
通
り

人
形
町
通
り

人
形
町
通
り

中
央
通
り

中
央
通
り

小津史料館

江戸屋所蔵刷毛ブラシ展示館

小伝馬町牢屋敷展示館

伊場仙浮世絵ミュージアム

江戸通り

江戸通り
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ま

か

展

館

問

ち

ど

示

訪

創
業
３
７
０
余
年
の
伝
統
を
未
来
に
繋
ぐ
、紙
商
の
多
様
な
展
示
。

 　

お	

づ	

し	

り
ょ
う	

か
ん

小
津
史
料
館

小
津
史
料
館

―
伝
統
あ
る
小
津
の
印
に
つ
い
て
？

当
社
を
象
徴
す
る
印「
△
に
久
」の
三
角

形
は
、龍
や
蛇
の
鱗
を
表
し
て
い
ま
す
。

鱗
は
連
綿
と
び
っ
し
り
と
連
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら「
生
命
力
」の
象
徴
と
さ
れ
、

ま
た「
魔
除
け
」の
意
味
も
あ
り
、縁
起

の
良
い
柄
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
久
」

は
文
字
通
り
、い
く
久
し
く
と
永
続
を

願
う
も
の
で
、私
た
ち
は「
ウ
ロ
コ
キ
ュ

ウ
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。こ
の
印
は
承
応
２

（
１
６
５
３
）年
の
開
業
時
か
ら
使
わ
れ

て
い
ま
す
。創
業
者
・
清
左
衛
門
長
弘
は

紙
問
屋
に
奉
公
し
て
い
ま
し
た
が
、働
き

者
で
篤
実
な
人
柄
を
見
込
ま
れ
、信
頼

を
得
て
店
を
譲
り
受
け
た
の
で
す
。と
同

時
に
、屋
号
も
印
も
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
、生
活
全
般
で
必
要
不
可
欠
だ
っ

た
紙
需
要
の
増
大
に
的
確
に
応
え
て
いっ

た
の
で
す
。

―
史
料
館
以
外
の
見
所
は
？

史
料
館
で
は
、東
京
都
中
央
区
登
録
有

形
文
化
財
と
し
て
保
存
指
定
の
古
文
書

２
、０
０
０
余
点
の
う
ち
、約
１
、０
０
０

点
の
史
料
を
順
次
公
開
し
、小
津
と
紙
に

関
連
す
る
歴
史
を
展
示
し
て
い
ま
す
。昨

年
か
ら
英
語
と
日
本
語
の
無
料
音
声
ガ

イ
ド
も
開
始
し
て
好
評
で
す
。そ
し
て
史

料
館
と
同
階
に
併
設
さ
れ
て
い
る「
小
津

和
紙
照
覧
」で
は
、日
本
各
地
の
手
漉
き

和
紙
を
集
め
、気
軽
に
触
れ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。ま
た
和
紙
の
入
っ
た
繊
維
で
編

ま
れ
た
ソ
ッ
ク
ス
な
ど
、和
紙
の
新
し
い
試

み
も
展
示
し
、販
売
も
し
て
い
ま
す
。「
和

紙
の
で
き
る
ま
で
」と
い
う
展
示
室
で
は
、

和
紙
の
製
造
工
程
や
紙
と
暮
ら
し
の
歴

史
を
豊
富
な
イ
ラ
ス
ト
や
実
物
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

	東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル　 03-3662-1184　
	月〜土曜日（年末年始等を除く）　 10：00〜18：00
	JR新日本橋駅5番出口 徒歩2分　 小伝馬町駅3番出口 徒歩5分

	  三越前駅A5番出口 徒歩7分

管理者：株式会社小津商店（平成23年度認定）
小津史料館

※臨時休館や開館時間の変更を行う場合があります。詳しくはお問い合わせください。

小津和紙
界隈の地図を、浮世

絵風に仕立てたポップな地図。
創業者が店員の心得を定めた七カ条の掟書。
昔は全員で唱和していたとか。

日本橋とともに進化してきた小津和紙の歴史が、
豊富な資料で語られています。

和紙で創作した
四季の草花が、
史料館入り口で
来場者を迎える。

伝統ある印をあし
らった古材は、
本社敷地内
から出土し
た旧店舗
の建材。

お話を伺った方（左から）

小津史料館 館長 一瀬 正廣さん
同顧問 松浦 節也さん

種子を混ぜ込んだ和紙のカレンダー。
使用後は水やりで栽培が楽しめます。

展示館にはいつもスタッフ
が詰めていますので、どんな
ことでもお訪ねください

和紙の原料、コウゾやミツマタなど
実物に触れることもできます。

透けるほどの極薄和紙にインクジェットプリン
トで東都地図を作製。

ニット製のリバーシブルトートバッグ。
和紙20％混入の糸を使用。

和紙糸混入
のソックスは人気商品。

サラッとした質感が特徴です。

「和紙ができるまで」を学べる
部屋では紙漉きの製造工程を
詳細に解説。
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※臨時休館や開館時間の変更を行う場合があります。詳しくはお問い合わせください。

浮
世
絵
の
版
元
が
つ
く
る
団
扇
や
扇
子
の
満
ち
る
空
間
で「
江
戸
の
粋
」に
浸
る
。

―
15
代
目
就
任
の
抱
負
を
。

社
長
に
就
任
し
た
の
は
令
和
７（
２
０
２
５
）

年
８
月
で
す
。４
０
０
年
以
上
の
暖
簾
の
重

み
を
徐
々
に
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、古
き
良
き
伝
統
を
守
り
抜
く
と
と
も

に
、新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。扇
子
づ
く
り
の
本

場
京
都
で
も
職
人
は
不
足
し
、材
料
の
入

手
も
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
伝
統
工
芸
に
共
通
す
る
課
題
に

向
き
合
い
つつ
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
戻
り
、扇

子
や
団
扇
は
海
外
の
方
に
も
評
判
が
良
い

の
で
、こ
れ
か
ら
は
海
外
に
販
路
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、若
い
方
々
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
扇
子
や
団
扇
も
提
案

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
モ
ネ
の
団
扇
と
扇
子
に
つ
い
て
。

ク
ロ
ー
ド
・モ
ネ
作
の『
ラ
・ジ
ャ
ポ
ネ
ー

ズ
』の
中
で
、背
景
に
飾
ら
れ
て
い
る
団

扇
の
中
に
、当
店
が
版
元
と
し
て
制
作

し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
一
部
を
復
刻
し
、販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
が
描
か
れ
た
明
治
９（
１
８
７
６
）

年
ご
ろ
は
、フ
ラ
ン
ス
で
大
流
行
し
て
い
た

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
も
あ
り
、多
く
の

団
扇
や
浮
世
絵
が
フ
ラ
ン
ス
に
輸
出
さ
れ
、

そ
の
中
に
伊
場
仙
の
も
の
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。当
店
は
江
戸
後
期
か
ら
豊

国
、国
芳
、広
重
な
ど
人
気
絵
師
の
版
元

で
し
た
の
で
、浮
世
絵
を
団
扇
に
刷
り
込

ん
で
販
売
し
、人
気
を
博
し
ま
し
た
。今

は
浮
世
絵
だ
け
で
な
く
、江
戸
の
粋
な
遊

び
の「
判
じ
物
」の
絵
柄
や
、和
紙
に
江
戸

の
伝
統
色
を
染
料
で
染
め
、扇
面
に
は
熟

練
し
た
職
人
の
手
描
き
で
細
い
線
を
施

し
た「
し
け
び
き
」と
い
う
扇
子
も
充
実

し
て
い
ま
す
。

	東京都中央区日本橋小舟町4-1　  03-3664-9261
	月～土曜日（祝日、年末年始等を除く）　  8：00～20：00

（ 店舗は月～土曜日／10：00～18：00／祝日・年末年始等を除く）
 JR新日本橋駅5番出口 徒歩5分

	   三越前駅A6番出口 徒歩6分

管理者：株式会社伊場仙（平成23年度認定）
伊場仙浮世絵ミュージアム

ま

か

展

館

問

ち

ど

示

訪

	

い	

ば	

せ
ん	

う
き	

よ	

え

伊
場
仙
浮
世
絵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

伊
場
仙
浮
世
絵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

大正12（1923）年の関東大震災後に建てら
れた新店舗。

9頭の馬が走って
「うまくいく」。
勝ち虫と呼ばれ
る縁起の良いト
ンボ柄など、江
戸扇子は洒落や
粋が信条。

特殊な刷毛で手
描きされた繊細
な縞柄の「しけ
びき扇子」はす
べて一点もの。

浮世絵ミュージアムでは定期的に展示が変わります。これは投扇興。

会長の著書
『遠き海原』（サ
ンダーアールラボ
刊）は、小説に社史を
織り交ぜた渾身の作。

8枚の版木と刷り上がりの浮世絵、
歌川広重作『名所江戸百景 柳しま』。

日除暖簾の浮世絵美人と色彩
豊かなウィンドウが、一段と目
を惹く伊場仙の店先。

「浮世絵うちわ 鶴」は、
TV番組でも紹介され、
注目を集めています。

打掛を着た女性が持つ扇
子も復刻・制作。トリコロー
ルカラーが印象的。

『見返り美人図』を彷彿とさせる
クロード・モネ作『ラ・ジャポネーズ』

お話を伺った方（左から）

会長 吉田 誠男さん
代表取締役社長 吉田 拓史さん

著書の調査には
5年もかかり、
大変でした

浮世絵の魅力に
気づいたのは
中学のころでした
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※臨時休館や開館時間の変更を行う場合があります。詳しくはお問い合わせください。 

牢
獄
を
詳
細
に
再
現
し
た
模
型
と
遺
構
か
ら
、小
さ
な
歴
史
の
断
片
を
探
る
。

―
伝
馬
町
牢
屋
敷
は
通
称
で
す
か
？

「
囚
獄
」と
い
う
の
が
こ
の
施
設
の
正
式

な
名
称
で
す
。そ
も
そ
も
幕
府
の
施
設

に
は
町
名
は
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、旗
本

や
大
名
の
屋
敷
に
も
住
所
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。古
地
図
に
も「
囚
獄
」と
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、周
囲
が
伝
馬
町
だ
っ

た
の
で
そ
う
呼
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

単
に「
牢
屋
敷
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。牢
屋
奉
行
の
正
式
名
称
も
ま
た「
囚

獄
」な
の
で
す
。徳
川
家
康
か
ら
命
を
受

け
、囚
獄
を
務
め
た
石
出
帯
刀
は
世
襲

名
で
、代
々
そ
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。

囚
獄
と
い
う
施
設
は
、未
決
囚
を
収
監

す
る
所
で
、判
決
は
町
奉
行
所
に
移
動
し

て
行
わ
れ
、ま
た
囚
獄
に
戻
り
刑
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。首
斬
場
の
跡
地
は
、通

り
向
か
い
の
大
安
楽
寺
の
敷
地
内
に
あ

り
、石
碑
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
発
掘
さ
れ
た
石
垣
に
つ
い
て
？

平
成
24（
２
０
１
２
）年
の
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
石
垣
は
、牢
屋
敷
内
も
強
固

な
石
垣
で
仕
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

貴
重
な
発
見
で
し
た
。そ
の
目
的
は
脱
獄

防
止
も
あ
り
ま
す
が
、牢
屋
敷
は
思
想

犯
が
多
く
収
監
さ
れ
て
い
て
、同
志
ら
に

よ
る
囚
人
の
奪
還
を
阻
止
す
る
た
め
と

推
測
さ
れ
ま
す
。慶
長
18（
１
６
１
３
）年

に
牢
屋
敷
が
伝
馬
町
に
つ
く
ら
れ
た
こ
ろ

は
、ま
だ
こ
こ
は
江
戸
の
隅
で
し
た
。江

戸
の
土
地
は
７
割
が
武
家
で
、残
り
３
割

に
寺
社
と
町
人
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
橋
界
隈
は
江
戸
の
中
心
地
で
し
た

か
ら
、急
速
な
人
口
増
大
に
は
抗
え
ず
、

明
治
８（
１
８
７
５
）年
に
囚
人
を
市
ヶ
谷

監
獄
に
移
送
。囚
獄
は
取
り
壊
し
と
な

り
、２
５
７
年
に
及
ぶ
な
が
い
役
目
を
終

え
ま
し
た
。

	東京都中央区日本橋小伝馬町5-19 十思スクエア別館内
	03-3546-5346  中央区区民部文化・生涯学習課内

	 月～金曜日（祝日・年末年始等を除く）9：00〜17：00
 年末年始を除く毎日　  9：00〜20：00
  小伝馬町駅4番出口 徒歩3分

管理者：小伝馬町一の部町会（平成23年度認定）
小伝馬町牢屋敷展示館

ま

か

展

館

問

ち

ど

示

訪

	

こ	

で
ん	

ま	

ち
ょ
う	

ろ
う	

や	

し
き	

て
ん	

じ	

か
ん

小
伝
馬
町
牢
屋
敷
展
示
館

小
伝
馬
町
牢
屋
敷
展
示
館

お話を伺った方
中央区教育委員会
図書文化財課郷土資料館
仲光 克顕さん

牢屋敷の石垣の石は、伊豆周辺で切り出された
安山岩を四角錐に加工したもの。

十思スクエア別館の奥には、足元のガラス越しに
上水木樋（じょうすいもくひ）と井戸も展示。

発見された主な石垣と周辺の遺構をイラストや
写真で詳細に記した解説板。

隣接する十思公園には東京都指定文化財の「銅鐘 石町（こくちょう）時の
鐘」や吉田松陰終焉の地の碑などが見られます。

牢屋敷の表門に向かい罪人を運ぶシーンをフィギュアで再現。

展示館前の「時の鐘通
り」を挟んだ向かいにあ
る大安楽寺。処刑場で亡
くなった人たちの慰霊の
ために明治8（1875）年
に創建されました。

牢屋敷は現在の中央区日本
橋小伝馬町３～５番を占め、
安永4（1775）年以降の面
積は2677坪余（約8834平
方メートル）でした。

牢屋敷は16回も
火災に遭っているんです
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ま

か

展

館

問

ち

ど

示

訪

※臨時休館や開館時間の変更を行う場合があります。詳しくはお問い合わせください。

―
将
軍
家
認
可
の
店
名
と
か
？

当
家
の
初
代
、利
兵
衛
は
刷
毛
づ
く
り
の

本
場
、京
都
で
修
行
を
積
ん
だ
腕
の
良
い

職
人
で
、大
奥
で
も
化
粧
刷
毛
が
愛
用
さ

れ
る
な
ど
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。そ

れ
で
享
保
３（
１
７
１
８
）年
に
将
軍
家
か
ら

「
江
戸
屋
」の
屋
号
を
与
え
ら
れ
、刷
毛
の

専
門
店
と
し
て
店
を
構
え
た
の
が
は
じ
ま

り
な
ん
で
す
。ブ
ラ
シ
は
、幕
末
に
お
台
場

に
あ
っ
た
大
砲
の
掃
除
用
に
つ
く
っ
た
の
が

最
初
で
す
。創
業
か
ら
３
０
０
年
余
、変
わ

ら
ず
に
江
戸
刷
毛
と
ブ
ラ
シ
を
つ
く
り
続

け
て
き
ま
し
た
。し
か
し
近
年
で
は
、カ
メ

ラ
用
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ブ
ラ
シ
な
ど
、精
密

機
器
の
洗
浄
用
に
ウ
チ
の
商
品
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、大
き
な
比
重
を
占
め
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。江
戸
時
代
か
ら
続

く
職
人
の
技
術
が
、現
代
の
最
先
端
で
も

重
要
な
役
を
担
って
い
る
ん
で
す
。

―
店
舗
建
築
も
有
名
で
す
ね
？

こ
の
建
物
は
、関
東
大
震
災
後
の
復
興

時
に
建
て
ら
れ
た
大
変
古
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
耐
震
性
を
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、基
礎
が
脆
弱
で
、大
き
な
地
震
で
は

全
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で

す
。そ
こ
で
平
成
22（
2
０
１
０
）年
に
す

べ
て
を
保
存
解
体
し
て
、耐
震
補
強
と
内

外
部
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
ん
で
す
。そ

し
て
工
事
が
や
っ
と
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い

た
ら
、４
ヶ
月
後
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
ん
で
す
。こ
の
界
隈
も
随
分
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、大
切
な
建
物
を
失

わ
ず
に
済
み
ま
し
た
。店
は
正
面
か
ら

み
る
と「
刷
毛
」の
よ
う
に
見
え
る
面
白

い
デ
ザ
イ
ン
で
す
し
、2
階
の
窓
の
装
飾

も
凝
っ
て
い
る
の
で
、そ
れ
も
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

	東京都中央区日本橋大伝馬町2-16　 03-3664-5671　
 月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く）　  9：00〜17：00
  小伝馬町駅3番出口 徒歩3分　JR新日本橋駅5番出口 徒歩5分

管理者：株式会社江戸屋(平成25年度認定) 
江戸屋所蔵刷毛ブラシ展示館

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
の
技
が
、現
代
の
先
端
技
術
を
支
え
る
。

江
戸
屋
所
蔵
刷
毛
ブ
ラ
シ
展
示
館

江
戸
屋
所
蔵
刷
毛
ブ
ラ
シ
展
示
館

	

え	

ど	

や	

し
ょ	

ぞ
う	

は	

け	

て
ん	

じ	

か
ん

刷毛やブラシを天井から無数に吊り下げた陳列など、独特な風情を醸す店内に目を奪われる。

品質の証となる丸に「江」
の焼印が、刷毛の機能美に
味わいもプラス。

料理刷毛やパン刷毛など
もサイズ展開し、プロの
需要に細かく対応。

あらゆる用途に
対応した刷毛、
ブラシは3000
種類以上。

今はべったら市の
準備で大忙し！

歌麿の浮世絵『髪梳き』や広重の
『東都大伝馬街繁栄之図』など
江戸情緒豊かな店内装飾。

竣工は大正13（1924）
年。日本の町屋建築に
西洋の建築と意匠が融
合した「看板建築」。

東京都指定の伝統工
芸品に指定されている
経師刷毛や木版刷毛
などを展示したケース。

毛先をつぶさないよう一穴一穴
手で植え込む江戸職人の技が
継承されています。

建物の正面右側
に掛けられた国
登録有形文化財
指定の銅板。

大正時代の註文帳
など、刷毛のほかに
も歴史を物語る資
料が見られます。

お話を伺った方
代表取締役
濵田 捷利さん
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今回は江戸通りを中心に、
ぜひ行ってみたいスポットをご紹介。
歴史あるまちの魅力に出会えそう！

江戸通り周辺の趣あるスポットを巡る

日本橋エリア
散策MAP

小伝馬町駅小伝馬町駅

人形町駅人形町駅

三越前駅三越前駅

三越前駅三越前駅

江戸バスの情報はこちらから！ ▲

十思スクエア十思スクエア

椙森神社椙森神社

薬祖神社薬祖神社
福徳神社（芽吹稲荷）福徳神社（芽吹稲荷）

十思公園十思公園

日本橋三越本店日本橋三越本店

日本橋三井タワー日本橋三井タワー 堀留児童公園堀留児童公園

日本橋・人形町コース 日本橋・兜町コース人形町・浜町コース

JRJR神田駅神田駅

JRJR新日本橋駅新日本橋駅

大伝馬本町通り（
旧日光街道）

大伝馬本町通り（
旧日光街道）

江 戸 通 り
江 戸 通 り

人
形
町
通
り

人
形
町
通
り

昭
和
通
り

昭
和
通
り

中
央
通
り

中
央
通
り

人形町

小伝馬町

室町3丁目

日本橋北詰

室町二丁目

伊場仙浮世絵
ミュージアム

P6〜7

江戸屋所蔵
刷毛ブラシ展示館

P10〜11

小伝馬町
牢屋敷展示館

P8〜9

小津史料館
P4〜5

ovgo Baker Edo St.

カジュアルイタリアン Ren

Craft dip 3nowa

北循環ルート
中央区・江戸バス

まちかど展示館ホームページにて
見どころ散策コースもご紹介しています。

ご
夫
婦
で
営
む
、肩
肘

ご
夫
婦
で
営
む
、肩
肘

張
ら
ず
に
楽
し
め
る

張
ら
ず
に
楽
し
め
る

イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店
。

イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店
。

旦
那
様
が
作
る
美
味

旦
那
様
が
作
る
美
味

し
さ
と
明
る
い
奥
様

し
さ
と
明
る
い
奥
様

の
お
も
て
な
し
に
、常

の
お
も
て
な
し
に
、常

連
の
お
客
様
も
多
く

連
の
お
客
様
も
多
く

訪
れ
ま
す
。

訪
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
の
街
角
に
あ
る
よ

Ｎ
Ｙ
の
街
角
に
あ
る
よ

う
な
雰
囲
気
の
、ヴ
ィ
ー

う
な
雰
囲
気
の
、ヴ
ィ
ー

ガ
ン
ス
イ
ー
ツ
の
シ
ョ
ッ

ガ
ン
ス
イ
ー
ツ
の
シ
ョ
ッ

プ
＆
カ
フ
ェ
。ヴ
ィ
ー
ガ

プ
＆
カ
フ
ェ
。ヴ
ィ
ー
ガ

ン
食
と
知
ら
ず
に
訪
れ

ン
食
と
知
ら
ず
に
訪
れ

て
フ
ァ
ン
に
な
る
人
も

て
フ
ァ
ン
に
な
る
人
も

多
い
と
か
。

多
い
と
か
。

2020
年
程
フ
レ
ン
チ
や
ホ

年
程
フ
レ
ン
チ
や
ホ

テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修

テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修

業
し
た
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

業
し
た
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

が
４
年
前
に
オ
ー
プ
ン
。

が
４
年
前
に
オ
ー
プ
ン
。

近
隣
の
会
社
の
人
に
信

近
隣
の
会
社
の
人
に
信

頼
さ
れ
て
い
る
確
か
な

頼
さ
れ
て
い
る
確
か
な

味
の
洋
食
店
。

味
の
洋
食
店
。

P14

カジュアルカジュアル
イタリアンイタリアン RenRen3

P14

ovgo Bakerovgo Baker
Edo St.Edo St.1

P14

Craft dipCraft dip
3nowa3nowa2

1

3

2

長崎屋跡6

DAWN ver.β5

Tokyo Fruits&4

宝田恵比寿神社7

P15
Tokyo Fruits&Tokyo Fruits&4

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ル
ー
ツ

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ル
ー
ツ

サ
ン
ド
の
専
門
シ
ョ
ッ

サ
ン
ド
の
専
門
シ
ョ
ッ

プ
。ヘ
ル
シ
ー
で
美
味

プ
。ヘ
ル
シ
ー
で
美
味

し
い
物
を
提
供
し
た
い

し
い
物
を
提
供
し
た
い

と
、女
性
オ
ー
ナ
ー
が

と
、女
性
オ
ー
ナ
ー
が

昨
年
秋
に
十
思
ス
ク
エ

昨
年
秋
に
十
思
ス
ク
エ

ア
前
に
オ
ー
プ
ン
。

ア
前
に
オ
ー
プ
ン
。

P15
DAWN ver.βDAWN ver.β5

日
本
国
内
外
の
外
出
が

日
本
国
内
外
の
外
出
が

困
難
な
方
々
が
、分
身

困
難
な
方
々
が
、分
身

ロ
ボ
ッ
ト・オ
リ
ヒ
メ
を

ロ
ボ
ッ
ト・オ
リ
ヒ
メ
を

遠
隔
操
作
し
て
サ
ー
ビ

遠
隔
操
作
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
く
れ
る
、世

ス
を
し
て
く
れ
る
、世

界
で
た
だ
一
つ
の
常
設

界
で
た
だ
一
つ
の
常
設

実
験
カ
フ
ェ
で
す
。

実
験
カ
フ
ェ
で
す
。

P15
長崎屋跡長崎屋跡6

江
戸
時
代
の
鎖
国
中
、西

江
戸
時
代
の
鎖
国
中
、西

洋
で
唯一通
商
で
き
た
オ

洋
で
唯一通
商
で
き
た
オ

ラ
ン
ダ
。薬
種
屋・長
崎

ラ
ン
ダ
。薬
種
屋・長
崎

屋
は
、カ
ピ
タ
ン（
商
館

屋
は
、カ
ピ
タ
ン（
商
館

長
）ら
が
出
島
か
ら
定

長
）ら
が
出
島
か
ら
定

期
的
に
江
戸
参
府
す
る

期
的
に
江
戸
参
府
す
る

際
の
定
宿
で
し
た
。

際
の
定
宿
で
し
た
。

P15
宝田恵比寿神社宝田恵比寿神社7

商
売
繁
盛
の
神
と
し
て

商
売
繁
盛
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
る
、普
段
は
無

信
仰
さ
れ
る
、普
段
は
無

人
の
小
さ
な
神
社
。毎
年

人
の
小
さ
な
神
社
。毎
年

1010
月月
1919・・2020
日
は
江
戸
時

日
は
江
戸
時

代
か
ら
続
く
べっ
た
ら
市

代
か
ら
続
く
べっ
た
ら
市

が
開
催
さ
れ
大
い
に
賑

が
開
催
さ
れ
大
い
に
賑

わ
い
ま
す
。

わ
い
ま
す
。

伊勢重
P17
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ま
ち
か
ど
展
示
館
の
皆
さ
ん
か
ら

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

※年末年始の休業日、臨時休業や営業時間の変更については、
各店へお問い合わせください。

お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト

歴
史
ス
ポ
ッ
ト
や
ひ
と
味
違
う
お
店
が

冬
の
ま
ち
歩
き
を
豊
か
に
彩
り
ま
す
。

日本 橋エリア散 策

中央区まちかど展示館小津史料館伊場仙浮世絵ミュージアム 江戸屋所蔵刷毛ブラシ展示館
制作スタッフおすすめ一瀬さんおすすめ吉田さんおすすめ 濵田さんおすすめ

卵
・バ
タ
ー
不
使
用
、す
べ
て
植
物

性
の
環
境
に
も
優
し
い
ク
ッ
キ
ー

は
、充
分
な
甘
さ
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

で
１
枚
で
も
大
満
足
♪
こ
だ
わ
り

の
ド
リ
ン
ク
類
も
揃
い
、ひ
と
休

み
に
も
好
適
で
す
。マ
フ
ィ
ン
や
季

節
の
味
も
要
チ
ェ
ッ
ク
。

可
愛
い
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
は
店
内
で

は
な
い
遠
隔
操
作
に
よ
る
接
客
。

彼
ら
に
メ
ニ
ュ
ー
を
聞
い
た
り
自

己
紹
介
し
た
り
、自
由
に
会
話
し

な
が
ら
飲
食
が
楽
し
め
ま
す
。先

進
的
な
体
験
が
で
き
る
と
外
国

の
方
も
い
っ
ぱ
い
。

元
は
江
戸
城
そ
ば
の
宝
田
村
の
稲

荷
神
社
で
し
た
が
、１
６
０
６
年

江
戸
城
拡
張
の
際
、馬
込
勘
解
由

（
ま
ご
め
か
げ
ゆ
）と
と
も
に
遷

座
。勘
解
由
が
家
康
に
下
賜
さ
れ

た
と
言
う
恵
比
寿
像
を
後
に
御
神

体
と
し
、こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。

和
の
食
材
や
味
を
取
り
入
れ
た
独

自
メ
ニ
ュ
ー
も
大
人
気
。マ
グ
ロ
と

ア
ボ
カ
ド
の
タ
ル
タ
ル
、江
戸
菜

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ
は
リ
ピ
ー

タ
ー
の
多
さ
も
納
得
で
す
。パ
ス

タ
限
定
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
、ア
ー

ル
グ
レ
イ
テ
ィ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
。

手
の
込
ん
だ
各
種
フ
レ
ー
バ
ー
の

バ
タ
ー
を
、温
か
く
な
る
ラ
イ
ト

で
溶
か
し
て
食
べ
る「
ク
ラ
フ
ト

デ
ィ
ッ
プ
」
が
個
性
的
で
美
味
し

い
！
ラ
ン
チ
の
オ
ム
ラ
イ
ス
も
絶

品
で
す
が
、店
主
の
想
い
が
垣
間

見
え
る
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ぜ
ひ
。

新
鮮
な
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
と
、さ
っ

ぱ
り
し
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
無
添
加

の
特
製
生
ク
リ
ー
ム
、ふ
わ
ふ
わ

な
が
ら
し
っ
か
り
包
み
込
む
食
パ

ン
。各
地
の
農
園
等
か
ら
取
り
寄

せ
た
こ
だ
わ
り
素
材
が
、絶
妙
の

バ
ラ
ン
ス
で
至
福
の
味
わ
い
に
。

長
崎
屋
に
随
行
し
た
ケ
ン
ペ
ル
、

シ
ー
ボ
ル
ト
等
の
医
師
に
会
う
た

め
、青
木
昆
陽
、杉
田
玄
白
、平
賀

源
内
ら
が
訪
問
し
、こ
の
地
は
江
戸

で
の
貴
重
な
外
国
交
流
の
場
に
。

物
見
高
い
江
戸
っ
子
も
興
味
津
々

で
北
斎
画
に
も
描
か
れ
ま
し
た
。

誰
で
も
安
心
の
焼
菓
子
は

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
ギ
フ
ト
に
も
◎

遠
隔
地
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

ロ
ボ
ッ
ト
で
つ
な
が
ろ
う
！

江
戸
の
商
売
人
が
崇
め
た

大
伝
馬
の
ゑ
び
す
様

本
格
派
か
ら
創
作
ま
で

居
酒
屋
感
覚
で
イ
タ
リ
ア
ン

色
と
り
ど
り
の
バ
タ
ー
の

デ
ィ
ッ
プ
で
魅
惑
の
味
変

フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
好
き
必
見

上
質
素
材
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

オ
ラ
ン
ダ
人
の
定
宿
は

西
洋
文
明
の
吸
収
の
場

ovgo Baker Edo St.DAWN ver.β宝田恵比寿神社 カジュアルイタリアン Ren
157 3

◦	住所／
	 中央区日本橋
	 小伝馬町10-8
	 ウィンド小伝馬町ビル 1F
◦	TEL／
	 050-1502-8698
◦	営業時間／
	 平　日 8：00～19：00
	 土日祝 10：00～18：00
※	現金の支払い不可

◦	住所／
	 中央区日本橋本町3-8-3
	 日本橋ライフサイエンス
	 ビルディング3  1F
◦	TEL／
	 03-3527-2136
◦	営業時間／
	 11：00～19：00
◦木定休（祝日の場合は営業）
※	現金の支払い不可
※	HPから予約がおすすめ

◦	住所／
	 中央区日本橋
	 本町3-10-11
※	御朱印の授与は例大祭
	 の時などに限られます。

◦	住所／
	 中央区日本橋
	 大伝馬町2-14
	 パールビル1F
◦	TEL／
	 03-3527-2262
◦	営業時間／
	 11：30～14：15（LO13：45）
	 17：30～22：30（LO21：30）
◦	土日祝定休

中央区まちかど展示館中央区まちかど展示館小伝馬町牢屋敷展示館
制作スタッフおすすめ制作スタッフおすすめ仲光さんおすすめ

Craft dip 3nowaTokyo Fruits&長崎屋跡（中央区民文化財）
246

◦	住所／
	 中央区日本橋小伝馬町2-5
	 メトロシティ小伝馬町202
◦	TEL／
	 03-3527-2827
◦	営業時間／
	 11：00～14：00
	 17：30～21：45
	 ※売り切れ次第終了
◦	日定休

◦	住所／
	 中央区日本橋室町4-2

◦	住所／
	 中央区日本橋小伝馬町4-2
	 日本法令小伝馬町ビル1F
◦	TEL／
	 03-6661-2324
◦	営業時間／
	 月水金	8：30～14：00
		  &16：30〜19：30
	 火木	 16：30～19：30
	 土日祝	15：00～17：30
	 ※売り切れ次第終了
	 ※営業時間は日によって変
	 　更がある場合があります。
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【
連
載 

第
十
回
】 

中
央
区 

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

文
明
開
花
と
共
に
現
れ
た
ガ
ス
燈
と
牛
鍋

　
夜
の
闇
に
包
ま
れ
た
日
本
橋
に
ガ
ス
燈
が
灯
り
ま
す
。

馬
車
や
人
力
車
、往
来
す
る
人
々
の
姿
が
シ
ル
エ
ッ
ト
と

し
て
浮
か
び
上
が
り
、ガ
ス
燈
に
照
ら
さ
れ
た
影
も
小

さ
く
描
か
れ
、幻
想
的
な
雰
囲
気
で
す
。こ
の
絵
を
描

い
た
の
は
、明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
版
画
家
と
し
て

活
躍
し
た
小
林
清
親
。光
や
影
の
表
現
を
巧
み
に
操
り

な
が
ら
、か
つ
て
あ
っ
た
江
戸
の
様
子
か
ら
日
に
日
に
変

わ
り
ゆ
く
東
京
の
情
景
を
数
多
く
描
き
ま
し
た
。

　

日
本
橋
に
ガ
ス
燈
が
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
８

（
１
８
７
５
）年
３
月
の
こ
と
。明
治
初
頭
、暮
ら
し
を

変
え
る
技
術
や
習
慣
、言
葉
や
服
装
な
ど
、東
京
の
街

は
新
し
い
も
の
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
食
文
化
に

も
大
き
な
変
革
が
起
こ
り
ま
す
。江
戸
で
は
仏
教
を
重

ん
じ
て
い
た
た
め
獣
肉
を
口
に
す
る
こ
と
は
禁
忌
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、西
洋
文
化
が
流
れ
込
む
と
事
態
は一

変
。１
８
６
２（
文
久
２
）年
、横
浜
に
日
本
で
初
め
て
の

牛
鍋
を
出
す
店
が
現
れ
ま
す
。そ
れ
を
機
に
東
京
、日

本
橋
に
も
牛
鍋
屋
が
次
々
に
オ
ー
プ
ン
。清
親
が
描
い

た
こ
の
日
本
橋
の
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
も
牛
鍋
屋
が

点
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
も
日
本
橋
に
店
を
構
え
る「
伊
勢
重
」は
明
治
２

（
１
８
６
９
）年
に
牛
鍋
屋
と
し
て
創
業
し
た
老
舗
で

す
。現
在
は
す
き
焼
き
屋
と
し
て
看
板
を
掲
げ
て
い
ま

す
。当
初
は
関
東
で
は
肉
を
割
下
で
煮
込
む
牛
鍋
、関

西
で
は
肉
を
炒
め
て
か
ら
味
を
加
え
る
す
き
焼
き
が
主

流
で
し
た
。伊
勢
重
も
牛
鍋
屋
と
し
て
開
業
し
ま
す
が
、

関
東
大
震
災
を
機
に
関
西
風
の
す
き
焼
き
が
関
東
で

も
広
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
創
業
当
時
、牛
肉
を
食
べ
る
こ
と
は一般
的
で
は
な
く
、

世
間
の
目
を
憚
る
よ
う
に
店
の
周
り
に
高
い
塀
を
巡
ら

し
て
い
た
そ
う
で
す
。し
か
し
明
治
５
年
、明
治
天
皇

が
初
め
て
牛
肉
を
食
し
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
、政
府
も

牛
肉
食
を
奨
励
。伊
勢
重
も
人
気
店
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。七
代
目
当
主
で
あ
る
宮
本
尚
樹
さ
ん
に
創
業
時
か

ら
今
に
続
く
拘
り
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。ま
ず
は

A
５
等
級
の
良
質
な
お
肉
の
み
を
扱
い
、か
つ
そ
れ
を

熟
練
の
料
理
人
が「
手
切
り
」す
る
こ
と
。そ
し
て
ガ
ス

や
電
気
で
は
な
く
水
火
鉢
で
炭
火
調
理
す
る
伝
統
的

な
ス
タ
イ
ル
を
守
り
通
す
こ
と
。味
の
決
め
手
は
醤
油

を
ベ
ー
ス
と
し
た
秘
伝
の
割
下
。甘
す
ぎ
ず
、お
肉
の
旨

み
を
絶
妙
に
引
き
出
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

  

「
日
本
橋
は
骨
太
な
街
で
、時
代
の
変
化
に
も
め
げ
ま

せ
ん
。伝
統
の
味
を
守
り
、共
に
働
く
人
た
ち
も
納
得

で
き
る
店
で
あ
り
た
い
で
す
」。時
代
の
最
前
線
に
あ
り

な
が
ら
も
、清
親
が
こ
の
絵
を
描
い
た
頃
か
ら
日
本
橋

に
は
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。何
か
を
続
け
て

い
こ
う
と
努
力
を
重
ね
る
人
た
ち
の
心
意
気
も
そ
の

一つ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

美術館での展覧会企画、美術書の執筆などを手掛ける。芸術家にまつ
わる「食」のレシピを制作、好物料理の再現などを通じてアートを多角的
に紹介。著作に「浮世絵に見る江戸の食卓」（美術出版社）、「フェルメール
の食卓」「絵本でよむ画家のおはなし ぼくはフィンセント・ファン・ゴッホ」

（講談社）などがある。企画した展覧会「生誕100周年記念 安野光雅展」
が立川PLAY! MUSEUMにて３月４日（水）ー５月１０日（日）開催予定。

日
本
橋  

街
を
賑
わ
せ
た
牛
鍋
の
香
り

す
し
に
蕎
麦
、鰻
に
天
麩
羅
、酒
に
珈
琲
、す
き
焼
き
に
カ
レ
ー
、飴
に
あ
ん
み
つ
…

中
央
区
に
は
江
戸
か
ら
今
に
至
る
食
の
痕
跡
が
た
く
さ
ん
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。

浮
世
絵
や
日
本
画
、洋
画
な
ど
ア
ー
ト
の
世
界
に
ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
、

食
の
痕
跡
を
追
い
か
け
、絵
画
の
道
楽
も
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

②日本橋/季刊日本橋/明治初（1867）年

右手前から左奥へと日本橋が続く。江戸
の頃から中心地として栄えた日本橋。明
治の写真にも屋台や人力車が数多く見
られ、賑わう様子が伝わる。

伊勢重 中央区日本橋小伝馬町14-9
　　　（P12マップ参照）
電話03-3663-7841
https://www.iseju.com
明治2年の創業時より同じ場所で店を営む。
現在のビルは1991年に竣工。

厳選されたA５等級の黒
毛和牛は「手切り」ならで
はの美しさと食感。卓上
に運ばれた水火鉢の上で
ゆっくりと調理しながらい
ただくすき焼きは格別。

冷蔵庫のない時代、牛肉を長期保存
する為に作り出した佃煮も老舗であ
る伊勢重の名物の１つ。「明治から続
けてきたものですから大切にしてい
ます」当主の宮本尚樹さん。

キュレーター、アートライター林 綾 野

画像提供：	
①東京都立図書館
②中央区京橋図書館

① 小林清親「日本橋夜」1881年（明治14年）

小林清親（1847～1915）は江戸に生まれ、
二十代後半より版画家として活動。明治９
–14年の間に、深い陰影表現により、光や影
の様相を絶妙に描き出す「光線画」と名され
た新しい画法で注目を集めた。
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日本橋エリア

日本橋エリア

月島エリア

28  勝どき・豊海歴史資料展示館
東京都中央区勝どき1-9-8 月島第二児童公園内 ／ 03-3546-5346〔中央区
区民部文化・生涯学習課内 月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く）9：00〜17：00〕 
土・日曜日 ／ 10：00〜16：00

29  ふるさと晴海資料展示館
東京都中央区晴海2-4 晴海臨海公園内 ／
03-6204-2466（11：00〜16：00）
通年 ／ 常時開館

26  佃まちかど展示館
東京都中央区佃1-2-10先 ／ 03-3546-5346〔中央区区民部文化・
生涯学習課内 月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く）9：00〜17：00〕
通年 ／ 常時開館

27  石川島資料館
東京都中央区佃1-11-8 ピアウエストスクエア1F ／ 03-5548-2571
水・土曜日（年末年始等を除く） ／ 
10：00〜12：00、13：00〜17：00（入館は16：30まで）
年末年始の営業 ◎年末：12/27（土）まで ◎年始：1/7（水）から

10  楊枝資料館
東京都中央区日本橋室町1-12-5 ／ 03-5542-1905
月〜土曜日（祝日を除く） ／ 月〜金10：00〜17：00 土12：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）まで ◎年始：1/5（月）から

11  Daiichi Sankyo くすりミュージアム
東京都中央区日本橋本町3-5-1 ／ 03-6225-1133
火〜日曜日・祝日・振替休日（年末年始等を除く）※要予約 ／ 10：00〜17：30
年末年始の営業 ◎年末：12/28（日）まで ◎年始：1/6（火）から

25  兜町・茅場町まちかど展示館
東京都中央区日本橋兜町15-3 坂本町公園内
090-2465-4001（10：00〜19：00）担当者：柴 ／ 通年 ／ 8：00〜20：00

20  箱崎町箱四町会神輿庫
東京都中央区日本橋箱崎町26-1 ／ 
03-5962-3137（平日 月〜金曜日 9:00〜12:00） 
通年 ／ 8：00〜18：00

19  三勝ゆかた博物館
東京都中央区日本橋人形町3-4-7 三勝ビル1F ／ 03-3662-3860（平日11：00〜16：00）
月、火、木〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ※不定休あり※詳しくはInstagram
をご確認ください ／ 14：00〜16：00 ※1週間前までに要予約。見学は1時間以内。
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）まで ◎年始：1/6（火）から

24  聚玉文庫ギャラリー
東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー ／ 03-3272-3801
通年（祝日・年末年始を除く） ／ 10：00〜18：30（土・日は17：30まで）
年末年始の営業	◎展示館にお問い合わせください

東京都中央区日本橋1-19-1 ／ 03-3278-6611
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 平日7：30〜19：30 土曜日7：30〜13：30
年末年始の営業 ◎年末：12/30（火）まで ◎年始：1/5（月）から

23  三菱倉庫・江戸橋歴史展示ギャラリー

21  染物展示館・虎の檻
東京都中央区日本橋浜町2-45-6 ／ 03-3666-5562
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜18：00（土曜日のみ17：00まで）
年末年始の営業 ◎年末：12/29（月）まで ◎年始：1/5（月）から

22  江戸表具展示館
東京都中央区日本橋浜町2-48-7 ／ 03-3666-6494
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜18：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（土）まで ◎年始：1/6（火）から

15  江戸屋所蔵刷毛ブラシ展示館
東京都中央区日本橋大伝馬町2-16 ／ 03-3664-5671
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）まで ◎年始：1/5（月）から

16  イチマス田源 呉服問屋ミュージアム
東京都中央区日本橋堀留町2-3-8 田源ビル ／ 03-3661-9351
年末年始等を除く毎日（不定休あり） ／ 10：00〜17：30
年末年始の営業 ◎年末：12/28（日）まで ◎年始：1/5（月）から

18  つづら学習館
東京都中央区日本橋人形町2-10-1 ／ 03-3668-6058
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 10：00〜17：00
※つづら制作のため入店できない場合があります。
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）まで ◎年始：1/6（火）から

17  江戸東京組紐 龍工房体験展示館
東京都中央区日本橋富沢町4-11 ／ 03-3664-2031
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 11：00〜16：00
※要予約。展示の見学は予約不要。
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）まで ◎年始：1/5（月）から

12  小津史料館
東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル ／
03-3662-1184
月〜土曜日（年末年始等を除く） ／ 10：00〜18：00
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）正午まで ◎年始：1/5（月）から

スタンプを設置している展示館です。

※臨時休館や開館時間を変更している場合が
あります。詳しくは各館にお問い合わせください。

1  江戸ほうき展示館
東京都中央区京橋3-9-8 白伝ビル1F ／ 03-3563-1771
月〜土曜日・祝日（年末年始等を除く） ／ 10：00〜19：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（土）まで ◎年始：1/5（月）から

2  仏壇・仏具の歴史館
東京都中央区銀座7-14-3 ／ 03-3542-5771
年末年始を除く毎日 ／ 10：00〜18：00
年末年始の営業 ◎年末：12/29（月）まで ◎年始：1/5（月）から

5  銀座かなめ屋・かんざし和装小物展示館
東京都中央区銀座8-7-18（見番通り）かなめ屋ビル1F ／ 03-3571-1715
火〜日曜日（祝日・年末年始を除く） ／ 火〜金曜日 11：00〜20：00  土・日曜日 12：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（土）まで ◎年始：1/6（火）から

6  足袋の博物館
東京都中央区新富2-2-1 ／ 03-3551-0896
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/29（月）まで ◎年始：1/5（月）から

3  渡邊木版画展示館
東京都中央区銀座8-6-19 ／ 03-3571-4684
月〜土曜日（年末年始等を除く） ／ 月〜土11：00〜18：30 祝日11：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（土）まで ◎年始：1/6（火）から

4  月光荘画材展示館
東京都中央区銀座8-7-2 永寿ビル1F、B1F ／ 03-3572-5605
年末年始等を除く毎日 ／ 月〜金曜日11：00〜18：00 土・日曜日・祝日11：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）まで ◎年始：1/5（月）14：00から

7  ミズノプリンティングミュージアム
東京都中央区入船2-9-2 ミズノプリテック株式会社 6F ／ 03-3551-7595
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く）※要予約 ／ 10：00〜12：00、13：00〜16：00
年末年始の営業 ◎年末：12/19（金）まで ◎年始：1/13（火）から

8  松竹大谷図書館
東京都中央区築地1-13-1 銀座松竹スクエア3F ／ 03-5550-1694
月〜金曜日（祝日・年末年始・毎月最終木曜日・5月1日、11月22日、 
春期および夏期整理期間を除く） ／ 10：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/19（金）まで ◎年始：1/13（火）から

銀座・京橋エリア

まちかど展示館
江戸開府以来４００年以上の歴史と伝統を誇る、中央区に伝わる多様な文化資源をご紹介しています。
中央区は江戸時代より、わが国の文化・商工業・情報の中心として発展してきた長い歴史と伝統を誇る由緒
あるまちです。この魅力を皆様に広く知っていただくため、地域の文化資源を「まちかど展示館」として整備し、
開設しています。展示館の規模や展示方法はそれぞれですが、中央区が誇る文化の一端をかいまみることが
できます。中央区の“ちょっとすごい”をぜひ、お訪ねください。

14  小伝馬町牢屋敷展示館
東京都中央区日本橋小伝馬町5-19 十思スクエア別館内 ／ 
03-3546-5346〔中央区区民部文化・生涯学習課内 月〜金曜日（祝日・年末
年始等を除く）9：00〜17：00〕 ／ 年末年始等を除く毎日 ／ 9：00〜20：00
年末年始の営業 ◎年末：12/28（日）まで ◎年始：1/4（日）から

13  伊場仙浮世絵ミュージアム
東京都中央区日本橋小舟町4-1 ／ 03-3664-9261
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 8:00〜20:00（店舗は月〜
土／10:00〜18:00／祝日・年末年始等を除く)
年末年始の営業 ◎年末：12/26（金）まで ◎年始：1/5（月）から

9  のれん・提灯・下絵の展示館
東京都中央区築地6-5-5 ／ 03-3541-3741
月〜土曜日（祝日・年末年始・市場休業日等を除く） ／ 9：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/9（火）まで ◎年始：1/13（火）から
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本誌のアンケートはがきでアンケートにお答えいただき、
展示館2カ所のスタンプを押してご応募いただいた方の中から抽選で30名様に
素敵なお年玉をご用意しました。年末年始はまちかど展示館を回ってお年玉をゲットしましょう！

足袋の博物館

小津史料館

お年玉スタンプラリー
抽選で毎月5名様に

まちかど展示館オリジナルグッズを
プレゼント！

小物袋

レンズクリーナー

ハンドタオル

 ■ご注意
 ◦	展示館内にスタンプを設置していない下記の4館は、スタンプラリーに参加していません。　
	 ⑳箱崎町箱四町会神輿庫  �佃まちかど展示館  �勝どき・豊海歴史資料展示館  �ふるさと晴海資料展示館
	 ◎臨時休館や開館時間を変更している場合があります。

 ◦	プレゼントをお選びいただくことはできません。 ◦当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
 ◦	今回応募された際の個人情報は、当イベント以外の目的で使用することはありません。 
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アンケートにお答えいただいた方から

※写真は特典の一部です。

本誌のアンケートはがきでアンケートにお答えいただいた方の中
から、抽選で毎月5名様に、素敵なプレゼントを差し上げます。どう
ぞお気軽に本誌へのご意見やご感想をお寄せください。

■応募締切とプレゼントの発送
毎月末日（当日消印有効）
当選者様へは、翌月10日前後にプレゼントを発送します。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※アンケートにご記入いただいた個人情報は、プレゼントの発送やご記入者様への諸　
　連絡、また個人が特定できない統計資料の作成に利用させていただきます。個人情
　報は厳重に管理し、第三者への提供・開示はいたしません。

■アンケートに関するお問い合わせ
中央区まちかど展示館運営協議会（中央区文化・生涯学習課内）
TEL.03-3546-5346

■まちかど展示館スタンプに関するお問い合わせ・応募先
　中央区まちかど展示館運営協議会
　中央区築地1-1-1 中央区役所 文化・生涯学習課内
　TEL.03-3546-5346（平日 9：00〜17：00）

■中央区まちかど展示館公式SNS

■中央区まちかど展示館ホームページ ▶https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

 ■応募方法：
		 ◦郵送の場合　巻末のはがきでご応募ください。
			  ご応募の際には、お名前、年齢、住所、ご連絡先（電話番号）、メールアドレスを必ず記載してください。
		 ◦応募フォームの場合
			  応募フォームに、巻末ハガキに押したスタンプが全て写るように
			  撮影した画像を添付し、必要事項を入力して、送信してください。

 ■応募締切：2026年1月30日（金）必着
 　 年末年始の休館情報は18〜19ページをご覧ください。

応募フォーム 

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

石川島資料館
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